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温度管理

温度不足は餌付け時にはヒナの
行動力を奪い、摂食不良や枯れ
の原因となる。

飼育後半においても活動の低下
を起こし、発育低下に繋がる。
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早めの加温開始

入雛２日前に点火。入雛時には温度が
安定している。
→床を暖めることで舎内温度が安定する。

点
火

入
雛

時間
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餌付け後の分布

舎内温度が安定し、良好な分布 5



床温度と分布床温度と分布

床温度28℃付近でヒナの分布に差が見られた。

２日前からの加温で、餌付け時は十分な床温が確保できていた
が隙間風の影響により床面温度が一部下がってしまった。

餌付け2時間後
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隙間風対策

 冷たい空気の不必要な流入を防ぐ
 温度・湿度が管理しやすくなる
 陰圧を管理しやすくなる
 床の悪化を防ぐ
 ガスコストの減少

隙間を塞ぐことで、

鶏群のバラツキが無くなり、
好成績に繋がる。
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温度が下がりやすい場所
壁際

扉付近 換気扇付近

隙間塞ぎで
均一な環境へ

良好例

画像：ジョージア大学
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壁際への対応

 鶏舎外側にビニールを張り、特に
下部からの隙間風を防ぐ

 鶏舎外側と内側の両方に張る
→内側のみだと結露による

床面悪化に繋がる可能性がある

9



戸・扉付近への対応

ハネ戸にビニール
を挟み込む

鶏舎内側

鶏舎外側

扉全体をナイロン
で覆い隠す

下の部分にはオガ屑
をかける
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換気扇への対応

画像(左)：Aviagen社

 使用しない換気扇を完全に塞ぐ
ビニペット

画像：宮田物産㈱HP
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育雛域へのカーテン

餌
付
け

12
時
間
後

30℃

28℃

ビニルカーテン
張り

餌付け後、夜間にかけて育雛域の温度が
低下。
→育雛域を囲むようにナイロンカーテン

を張ることで、深夜にかけての温度
低下を防止した。
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集中育雛

• 外側給餌機に合わせた幅広い
餌付け面積

• 面積が広すぎるためヒナの分
布が偏ってしまう(ヒナは寄
り集まる性質がある)

• 餌･水へのアクセス困難

• 集中育雛レイアウト

• 内側2重ガードで以前より狭い

内ガードは初期３日間のみ

• 1wk体重改善(160→200g)

Before After
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集中育雛

温度を確保しやすい

エサ・水へのアクセスが良い
→バラツキの予防

初期発育の促進
ガード拡張が遅れるとトリが

蒸れてしまうので、こまめな
拡張が必要
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廃温後：夜間の加温

 夜間にガス再点火し、舎内は安定した温度推移
 一日中、局所的に偏ることのないトリの分布
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点灯管理時の注意

点灯管理を行っている農場では、電気を消すと
トリの活動が低下し、それにより舎内温度が
2℃下がると言われています。

気温低下の影響を最小にするため
明け方、特に最低温度となる午前4-5時に
かけての消灯は避けてください。
点灯プログラムの例
7日齢まで1時間消灯(午後9時から午後10時まで)
8日～出荷3日前まで4時間消灯(午後9時から午前1時まで)
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0日令 7日令 14日令 21日令 28日令 35日令

舎内温度グラフ WDL＆開放野外例

2週齢終わりごろまでは
マニュアルに沿った減温

オスの換羽時期には
やや高めで推移

開放
WDL
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温度管理まとめ

 早めのガス点火により舎内温度
を安定させる

 隙間風対策を徹底し、冷気の
侵入を防ぐ

 集中育雛を行うことで餌・水へ
のアクセスがたやすくなり、
温度確保もしやすくなる
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換気管理

舎内温度を維持する

空気質を維持する

過剰な水分を除去する

目的
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舎内の攪拌（餌付け時）

サ
ー
ビ
ス
ル
ー
ム

約6-7m間隔

・インバーターの緩やかな風で、確実に風をリレーさせる
・餌付け時のファンの間隔は、育雛域に合わせて狭く配列する
・循環だけで空気質が悪化する場合は、排気ファンを併用する
・温度と空気質の均一化を計る

排
気
フ
ァ
ン
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 陰圧不足により隙間の多い鶏舎程、
換気が適切に出来ない
→入気が直接床に落下
→床面結露による敷料状態の悪化

 温度保持の為、換気量不足に
→空気質の悪化
→病気の発生

出典：Aviagen社

不適切な換気
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空気の特性を利用した入気

 空気は11℃上がる毎に湿度が半分になる
 入気を天井付近で混ぜる
 適正な陰圧を確保する

5℃
60％

16℃
30％

出典：Ｍ.Czarick氏資料
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最低換気レベルを達成する為の適正な鶏舎内気圧目安

鶏舎幅 気圧(Pa) 水柱インチ(i/w)

10m -10.0 -0.04

12m -12.5 -0.05

14m -15.0 -0.06

15m -17.0 -0.07

18m -20.0 -0.08

陰圧による
空気の流れ 



・適正陰圧により鶏舎中央付近まで
入気を届かすが、飛び過ぎにも注意

・スモークテスターなどで空気の流れ
をチェックする事が必要
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良好な入気

 適切な陰圧で勢いよく冷気を導入している
 天井に障害物なく鶏舎中央まで冷気が届き、

程よく暖気と混ざっている
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２月撮影 CC農場 外気7.8℃、50%舎内22℃、95%

開放鶏舎­冷気が落ちる
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34日齢床面悪化

＊冷気の落下、結露によって床面が悪化
→トリの分布は不均一となり、冷気の落ちている壁際に

ほとんどトリがいなくなっている。 26



順送ファン50％スピード…暖気と混ざる

ポイント！
・入気を落とさない工夫
・冷気が床面に触れると結露する
・順送ファンはリレーさせる

2月撮影 31日令 外気7.8℃、50%舎内22℃、95%
27



結露の出来やすい場所

側
面
カ
ー
テ
ン

天井 給水パイプ

カーテンの結露
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ダクトによる暖気の利用

・冷気が直接トリに当たらない
・撹拌が可能（天井付近の空気と混ざる）
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様々な舎内循環ファン

30



サ
ー
ビ
ス
ル
ー
ム

側壁にそって外気を取り込む

10m

排気ファンがない鶏舎の最低換気は
舎内循環を利用

出来れば排気ファンを設置 31



開放鶏舎：カーテン操作

10日齢以降、1日4～5回（回数は徐々に
増やす）、カーテンを大きく開ける。

（昼間1回につき5～10分間）

このような瞬間的な空気の入れ換えで、

舎内の空気質を維持する。

(トリに刺激を与え、採食行動を促す)
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開放鶏舎：カーテン操作

・瞬間的な入気を実施しても、その後
舎内温度は直ぐに回復する。

30
℃

28

26

24

22
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最低換気量表

生体重（ｋｇ） 最低換気量（ｍ３/時） 生体重（ｋｇ） 最低換気量（ｍ３/時）

0.050 0.076 1.200 0.826

0.100 0.128 1.400 0.927

0.200 0.215 1.600 1.024

0.300 0.292 1.800 1.119

0.400 0.362 2.000 1.211

0.500 0.428 2.200 1.301

0.600 0.491 2.400 1.388

0.700 0.551 2.600 1.474

0.800 0.609 2.800 1.558

0.900 0.665 3.000 1.641

1.000 0.720 3.200 1.723

AviagenBrief VentilationRates2016より
温度－1～16℃間の換気量／羽

34※2014年版よりも換気量は増えている



最低換気量の変化

日齢

m
3
/
時

20年前と比較し2週齢以降の最低換気量が大幅に増加しています。
その分、発育に伴う酸素要求が増加しています。
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最低換気量の算出

条件 ：8日齢・200g・10,000羽

羽当たり換気量 ：0.215m3/時（最低換気量表参照）

換気扇能力 ：300m3/分 1台稼動

総必要換気量 ：0.215×10,000羽=2,150m3/時

総稼働換気扇能力：300m3/分×60分=18,000m3

稼働時間割合 ：2,150/18,000=0.119

5分（300秒）サイクルのタイマーを使用すると

300×0.119=35.8

換気扇稼働時間は36秒

停止時間は264秒となります。
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21

22

23

24

25

26

5 10 15 20 25

℃

分

10分サイクル

5分サイクル

舎内設定温度

10

3.3℃

1.1℃

給温開始温度

＊典型的なパターンを示している為、実際の温度変動とは異なります

間欠タイマーの使用

5 15 20 25

5分サイクルは、舎内温度の変動が小さく、
無駄な(ガス)暖房を避ける事ができる
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不適切な換気による弊害例
乾燥による大腸菌症

アンモニアによる目ズレ

床湿り
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大腸菌症

舎内空気の乾燥によりホコリが
舞うと、トリの呼吸器に大腸菌
が侵入。
乾燥しやすい床面給温の鶏舎で
は特に注意が必要。

対策
・散水/細霧等

で湿度を確保
・適切な換気で

ホコリを取り
去る

39



高湿度の影響

• ニワトリは摂取した水分を糞便または呼気
により体外へ排出する。

• 換気が不足すると温度差が生じている場所
では、十分に舎内に溜まった水分を舎外へ
排出できず、結露し床面悪化につながる。

• 悪化した床はアンモニアの発生や、脚の
障害の原因となるので、換気による水分の
除去が大切になる。
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アンモニアの影響

 10ppm以上 肺の表面に障害
 20ppm以上 呼吸器病に対する感受性増加
 50ppm以上 増体低下
 70ppm以上 発育不良

＊50ppm程度で目ずれを生じる

人間だと
約15ppm 臭いで感知できる
25～30ppm 目を刺激
50～110ppm 涙が出てくる

鶏糞から発生するアンモニアは、トリに
悪影響を及ぼす。
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ポスター：ブロイラーの冬場換気

※ 弊社ホームページ(http://www.chunky.co.jp/tech/)から
ダウンロードできます 42



換気管理まとめ

 舎内空気の攪拌によって、温度を均一化
させましょう。

 適正な陰圧によって、天井付近の暖かい
空気と冷たい入気を混ぜ合わせましょう。

 瞬間的な空気の入れ換えで空気質を維持し、
トリに刺激を与えましょう。

 最低換気量を確保し、新鮮な空気をトリに
与えましょう。

43



床面管理

床湿りの影響

改善方法
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床面悪化による分布の偏り
冬季撮影

45



ドリンカーの高さ

 ドリンカーの高さが不適切だと、床湿りを助長する
→適切な高さに細かく調節が必要
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床湿りの影響
不均一な分布により、局所的に密度が高くなる

→餌・水にアクセスできないトリが増加、バラつく
→食べ終わっても快適な給餌器回りから移動しない

トリが増え、採食に来たトリに踏まれて傷ができ、
格外が増加する。

大腸菌症、接触性皮膚炎の発生

蒸れ

冷えによる消化不良

体温低下や栄養不良による衰弱・斃死が増加
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床湿りの影響

むねだこ あしだこ

悪化した床面に長時間接触することで炎症を
起こす。
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お腹を冷やすと
• 腸管の働きが悪くなり、栄養を吸収する力が

弱くなる。

• 体温低下から免疫力が下がり病気にかかり
やすくなる。

• 動きが鈍く、座りっぱなしになると皮膚の
炎症が起こる。

これらのことから、増体が悪くなり、

大腸菌症などの病気になり、最終的

には農場及び処理場での成績悪化に

つながる。
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良好な床面 (31日齢)

 床は湿り過ぎず、乾き過ぎず
 均一な温度と風速によって得られる
 良好時の床温度は、約28～33℃
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床直し
管理機 敷料補充

早めの管理機対応で床の悪化を軽減させます
床が悪化した場合は敷料を補充しましょう
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床管理のまとめ

• 床面が悪化するとトリに様々な影響を与え、

最終的には成績の悪化につながる。

• 冬場は特に床が悪化する要因が増える。

• 良好な床面を保つため、温度管理・換気管理を

徹底し、悪化し始めた場合にはすばやい対応を

とる。
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バイオセキュリティ

立入制限

野生動物侵入防止

消毒
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農場立入制限

入り口付近
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立入制限・消毒指示の看板

車両・靴裏消毒装置

チェーン

農場に病原体を入れないことが重要です



ネズミ対策

ネズミの穴はできるだけ補修しましょう

ベイトボックスの設置（毒餌）

ネズミは様々な病原体を運びます
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防鳥ネット

56

鶏舎側壁に張ることも可能網目が粗い場合は2重に

網目がつまらないように、こまめに清掃を

野鳥が鶏舎の中に入れないよう対策をとりましょう。
隙間塞ぎも厳重に。



石灰散布

トリインフルエンザの季節です。鶏舎周辺に石灰を散布し野鳥や
野生動物が近づきにくくしましょう
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手指の消毒
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鶏舎入り口に
アルコールスプレー

専用の消毒薬
（肌の保護成分配合）

トリに直接触れるのはヒトです。消毒を忘れずに



踏込槽の設置

サービスルーム内

サービスルーム外

59

外用長靴



まとめ
温度管理

•徹底的に隙間風対策を行う

•早めに加温開始し、入雛前に舎内温度を安定させる

換気管理

•適切な静圧で入気をコントロールする

•最低換気量を確保する

床面管理

•床面の悪化は最終的に生産成績の悪化につながる

•必要に応じて管理機、敷料補充で敷料改善

バイオセキュリティ

•防疫の基本は病原体を侵入させないこと

•消毒の徹底、設備の保全を行う
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